
カンボジアでの支援

コンポントム洪水被災状況と支援
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• メコン流域中心に大洪水 35万世帯、水田も被災

• コンポントム：被災世帯６万世帯(州民の半数) 2割の水田被害

• PHJ活動地55村でも30村5,704世帯が水害に

コンポントム州

カンボジア コンポントム州での支援

カンボジアの洪水
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カンボジア コンポントム州での支援

農村部の被害の状況
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カンボジア コンポントム州での支援

農村部の水田の状況
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カンボジア コンポントム州での支援

保健センターの様子・皮膚病の蔓延
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• 活動地55村中、30村が洪水被災

• 一世帯275円衛生グッズを5,704
世帯に配布

• 今後は、必要に応じ現実的対応

被災地での支援活動

PHJの洪水対応：衛生グッズと保健教育
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洪水のその後

水は引いたが課題は多い・・・
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村人に話を聞かせてもらいました

8



村長さんの話
●名前：ヴォア ソンさん

●年齢：65歳
●洪水期間：9/19-11/中旬

●タノンチュムⅠ村村長

• 村全体が水に浸かった

• 牛は避難

• 米と空芯菜、魚

• トイレはボートで

• 支援状況

• 早生米を植えたり、

• 出稼ぎで対応
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村のお母さんの話
●名前：チュン サオ

●年齢：25歳
●洪水期間：9/22-11/10
●カン メアス トゥボン村で1児の母

•洪水水位は胸まであった

•トイレ、動くこと、牛の餌が大変

•水は、市場で薪を買い、雨水を沸か
して飲んだ

•子どもは下痢

•早生米の種籾買って、植えた
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村の保健ボランティアさんの話
●名前：オン イウさん

●年齢：64歳
●洪水期間：10月1ヶ月＋

●バンティチャ村保健ボランティア

•井戸の水を沸かして飲む家もあった
けど、下痢が多かった。

•浮稲を工夫して植えたけどダメだった

•外国の人に気に掛けてもらって、支援
してくれるなんて嬉しい
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村の家族の話
●名前：モニ ポリ、チャ ソ
プアさん

●年齢：30歳、27歳
●洪水期間：9月下旬から
11月中旬

●タノンチュムⅠ村の

夫婦と子ども4人の家族

• 1週間ほど水に浸かってもOKな稲を植えたけど、全滅。

• 水田は、水路から遠いので、早生米はできない。

• 日銭の稼げるプランテーション（キャッサバ）に夫婦で出稼ぎ

• 病気になれないので、沸かした水を飲んだし、健康には気をつ
けた
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村のお母さんの話
●名前：ソン キムさん

●年齢：39歳
●洪水期間：10月一杯

●バンティチャ村で3児のお母さん

•水田の8割がやられた

•米は3タウ借りて来年４タウ返すとい
う約束で近所から借りた*。
•子ども、１人が熱、２人が皮膚病に
罹った。保健センターには小船で行き、
対応してくれた。

•夫は大工で国境近くまで働きに行っ
ている。私は近場で農業労働バイト

*カンボジアのお米の単位 1タウ＝12㌔
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保健センター長の話
●名前：チャク チーさん

●年齢：43歳
●タノンチュム保健センター長

●洪水期間：9/22-10/30

•保健センターはあともう少しで床
上浸水といったところ

•スタッフの遣り繰りが大変だった。
胸までの水を1時間歩くしかない
スタッフもいた。

•通常より、下痢や皮膚病、風邪
が多かった。
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これまで これから

状況 水の中での、

日々の生活遣り繰り。

水田被害

生計と食糧確保が課
題（最悪 次回収穫の
2012年12月まで）

村人の対応 村内での食料の

遣り繰り

早生米栽培(3ヶ月米)
家族/夫婦で他州/他国
に出稼ぎも

政府/援助機
関のサポート

米や浄水剤等の食や

飲料水確保支援

井戸掃除

種(米/野菜)配布

Cash/Rice for Work

洪水被災地：これまでとこれからの対応
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早生米

国内出稼ぎ、海外出稼ぎも

タイでは、3D (dirty, 
dangerous, difficult) jobが
移民労働者の仕事

早生米

水へのアクセスがポイント

-水源までの距離

-導水ポンプ

-ポンプ燃料費

-種は購入？

出稼ぎ
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• 水田の被災は尾を引く。

• 被災への対応には、世帯差がある。経済的に脆弱
な世帯は、洪水被災にも弱く、今すぐの現金収入確
保が課題。

• PHJ今後の対応：ニーズに沿い、対象を貧困世帯だ
けにするなど、限定的に実施する。

• 他団体に働き掛けることもPHJができること。

• 助成金や補助金の弾力的運用があると大変有難い

• 初動に必要な自己資金の確保。

• 村人の知恵を行かす災害への備え作り

村の課題、PHJの対応と教訓
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